
窪
田

知
子

（
公

明
党

）

男
女
平
等
行
動
計
画
の

推
進
で
「
女
性
力
」
が

発
揮
で
き
る
社
会
に
！

問
事
業
者
の
責
務
を
推
進

す
る
た
め
、
定
期
的
な
協
議

会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
企
画
部
長
）
平
成

18
年
度
か
ら
年
１
回
従
業
員

100

人
以
上
の
事
業
所
を
対
象
に

懇
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
協
議
会
等
を
定
着
さ

せ
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
諸
問
題
か
ら

市
有
地
の
有
効
利
用
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

問
豊
田
１
号
公
園
予
定
地

の
現
在
の
状
況
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

現
在
は
残
土
置
き
場
に
な
っ

て
い
ま
す
が
暫
定
的
に
広
場

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
整

地
を
行
い
ま
す
。
区
画
整
理

地
内
の
事
業
を
優
先
す
る
た

め
、
公
園
整
備
の
時
期
は
道

路
の
整
備
状
況
や
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
決
め
て
い
き
ま
す
。

佐
藤

洋
二

（
無

会
派

）

豊
田
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
発
車
合
図
メ
ロ
デ

ィ
ー

�た
き
び

�の
進

捗
に
つ
い
て

問
１
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

完
成
年
度
は
い
つ
頃
か
。

答
１
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
平
成

22年
度
中
に
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

は

23年
度
を
目
途
に
進
め
て

い
ま
す
。

問
２
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
の

費
用
負
担
と
実
現
に
向
け
た

決
意
は
ど
う
か
。

答
２
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

補
助
金
等
で
財
源
の
確
保
を

図
り
、

21年
度
中
に
出
来
る

方
向
で
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
ミ
ニ
バ
ス
路
線
の

市
民
要
望
実
現
に
向
け

て
の
ご
努
力
を
更
に
進

め
て

問
乗
降
自
由
の
テ
ス
ト
路

線
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

市
街
地
で
は
、
安
全
面
か
ら

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

清
水

登
志
子

（
日

本
共

産
党

）

「
保
険
あ
っ
て
サ
ー
ビ

ス
な
し
」
の
介
護
崩
壊

か
ら
市
民
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
か
～
第
４
期

日
野
市
介
護
保
険
事
業

計
画
に
つ
い
て
問
う

問
１
同
居
家
族
が
い
て
も

受
け
ら
れ
る
生
活
援
助
の
事

例
な
ど
を
事
業
者
に
通
知
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
１
（
健
康
福
祉
部
長
）

具
体
的
な
基
準
を
明
確
化
し

周
知
徹
底
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

問
２
所
得
の
低
い
高
齢
者

の
保
険
料
負
担
を
ど
の
よ
う

に
軽
減
し
た
の
か
。

答
２
（
健
康
福
祉
部
長
）

基
準
月
額
の
引
き
下
げ
と
あ

わ
せ
、
実
質

12段
階
の
保
険

料
設
定
に
し
ま
し
た
。

問
３
介
護
の
人
材
不
足
に

対
応
す
る
た
め
ヘ
ル
パ
ー
報

酬
へ
の
独
自
助
成
や
事
業
所

へ
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答
３
（
健
康
福
祉
部
長
）
実

情
は
理
解
し
て
い
ま
す
が
財

政
上
の
問
題
か
ら
、
市
独
自

の
実
施
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

中
谷

好
幸

（
日

本
共

産
党

）

石
田
・
万
願
寺
地
区
に

必
要
な
の
は
焼
却
炉
の

大
規
模
化
で
は
な
く
学

校
建
設
で
は
な
い
か
―

「
立
川
市
の
ご
み
受
け

入
れ
は
お
断
り
」
と
き

っ
ぱ
り
宣
言
を

問
１
「
お
断
り
」
と
宣
言

す
べ
き
で
は
。

答
１
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

長
）
都
の
要
請
を
受
け
、

地
元
に
説
明
し
ま
し
た
が
、

誤
解
が
生
じ
た
た
め
、
白
紙

に
戻
し
ま
し
た
。

問
２
共
同
処
理
の
考
え
は

環
境
基
本
計
画
に
逆
行
す
る

の
で
は
な
い
か
。

答
２
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

長
）
処
理
場
の
建
て
替
え

等
の
問
題
は
、
地
元
の
了
解

な
し
に
は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

環
境
基
本
計
画
を
大
切
に
し

て
環
境
行
政
を
進
め
ま
す
。

問
３

ご
み
減
量
を
推
進
す

れ
ば
建
設
・
維
持
コ
ス
ト
は

下
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
３
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

長
）
下
が
る
と
考
え
ま
す
。

奥
野

倫
子

（
日

本
共

産
党

）

障
害
者
施
策
に
つ
い
て

「
応
益
負
担
は
当
然
」と

明
言
す
る
馬
場
市
長
に

認
識
を
改
め
よ
と
問
う

問
１

他
市
よ
り
厳
し
過
ぎ

る
資
産
判
定
を
見
直
し
、
再

度
緊
急
措
置
の
受
付
を
。

答
１
（
健
康
福
祉
部
長
）

申
請
事
務
は
資
産
要
件
に
の

っ
と
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

資
産
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
２

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
に
つ
い
て
、
原
則
無

料
に
戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
２
（
健
康
福
祉
部
長
）

従
前
、
無
料
の
も
の
は
引
き

続
き
無
料
と
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
基
本
的
人
権
を
中
心

に
す
え
た
運
用
に
改
善

す
る
よ
う
馬
場
市
長
に

問
う

問
生
活
保
護
の
件
数
の
変

化
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
バ

ブ
ル
崩
壊
以
降
、
相
談
・
申

請
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

馬
場

賢
司

（
公

明
党

）

青
年
層
の
皆
様
が
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
！
―
保
育
園
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、

若
者
の
生
活
就
労
支
援

等
に
つ
い
て
問
う

問
１
保
育
園
、
学
童
ク
ラ

ブ
の
質
向
上
を
目
指
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
１
（
子
ど
も
部
長
）
保

育
園
で
は
気
に
な
る
対
象
児

を
保
育
園
職
員
全
体
で
見
守

り
、
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
子
ど

も
を
否
定
的
に
見
な
い
よ
う

に
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

問
２

若
者
の
生
活
就
労
支

援
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ

れ
て
い
る
か
。

答
２
（
健
康
福
祉
部
長
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
で
は
ニ
ー

ト
等
に
対
す
る
支
援
策
と
し

て
生
活
相
談
、
就
職
支
援
、

生
活
資
金
の
貸
し
付
け
な
ど
、

生
活
安
定
応
援
事
業
を
実
施

し
、
今
後
も
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
き
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
請
願
・

陳
情

25件
が
審
査
さ
れ
、
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
採
択

◎
日
本
政
府
、
米
国
を
は
じ

め
各
国
に
対
し
、
非
人
道
兵

器
で
あ
る
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器

の
製
造
・
配
備
・
使
用
の
禁

止
、
廃
棄
を
求
め
る
と
と
も

に
、
日
本
政
府
に
外
交
に
よ

る
平
和
的
役
割
を
果
た
す
よ

う
に
求
め
る
陳
情

▼
不
採
択

◎
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
廃
止

と
参
加
を
見
直
す
こ
と
を
求

め
る
陳
情

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
決
議
に
つ
い

て
の
陳
情

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
陳
情

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
陳
情
（
ほ
か
同

趣
旨
の
陳
情

12件
あ
り
）

◎
多
摩
国
体
の
た
め
の
施
設

建
設
計
画
を
白
紙
撤
回
し
、

積
み
立
て
た
基
金
は
市
民
の

福
祉
、
教
育
、
く
ら
し
を
支

え
る
た
め
に
使
う
こ
と
を
求

め
る
請
願

▼
継
続

◎
日
野
市
の
子
育
て
計
画
に

保
護
者
・
市
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
よ
う
求
め
る
陳
情

◎
た
ま
だ
い
ら
保
育
園
民
営

化
に
関
す
る
陳
情

◎
仮
称
た
か
は
た
学
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
の
陳
情

◎
南
平
駅
及
び
駅
周
辺
の
早

急
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
求

め
る
陳
情

◎
高
幡
不
動
駅
前
の
ベ
ン
チ

設
置
の
請
願

◎
七
ツ
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
関
す
る

陳
情

◎
高
幡
台
団
地

73号
棟
の
存

続
と
必
要
な
耐
震
対
策
の
実

施
を
求
め
る
請
願

請
願
・
陳
情
は
、
皆
さ
ん

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

有
効
な
手
段
で
す
。

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

は
所
管
の
委
員
会
で
審
査
さ

れ
、
本
会
議
で
採
択
・
不
採

択
が
決
定
し
ま
す
。

請
願
書
に
は
、
そ
の
内
容

と
代
表
者
及
び
署
名
さ
れ
た

方
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

次
の
要
領
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
内
容
は
で
き
る
だ
け
簡
潔

に
し
、
な
る
べ
く
Ａ
４
判
で

横
書
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
請
願
に
は
１
名
以
上
の
紹

介
議
員
が
必
要
で
す
。
紹
介

議
員
が
な
い
場
合
は
陳
情
と

な
り
ま
す
が
、
原
則
的
に
請

願
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
ま

す
。

○
郵
送
で
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
の
で
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
受
け
付
け
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
が
、
定
例
会

中
に
受
け
付
け
た
も
の
で
も

議
事
日
程
の
都
合
上
、
そ
の

定
例
会
で
審
議
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
日
程
等
の

詳
細
は
議
会
事
務
局
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
定
例
会
に
お
い
て
、
企

画
総
務
委
員
会
・
健
康
福
祉

委
員
会
の
委
員
長
が
次
の
と

お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
企
画
総
務
委
員
会
委
員
長

馬
場

繁
夫

・
健
康
福
祉
委
員
会
委
員
長

大
高

哲
史
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今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
可
決
し
た
意
見
書
は
関

係
各
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。
な
お
、
決
議
に
つ
い

て
は
関
係
各
機
関
に
参
考
送
付
し
ま
し
た
。

▼
生
物
多
様
性
基
本
法
の
着
実
な
執
行
等
に
よ
る
自

然
と
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

生
物
多
様
性
は
、
自
然
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

す
が
、
開
発
に
よ
る
生
息
地
の
破
壊
や
商
業
目
的
で

の
乱
獲
、
地
球
温
暖
化
な
ど
気
候
変
動
に
よ
っ
て
、

生
物
多
様
性
の
損
失
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
２
０
０
８
年
に
①

生
物
多
様
性
国
家
基
本
計
画
の
策
定
、
②
地
方
公
共

団
体
、
事
業
者
、
国
民
の
生
物
多
様
性
の
保
全
等
に

関
す
る
責
務
、
③
生
物
多
様
性
に
関
す
る
基
本
的
施

策
な
ど
を
定
め
た
「
生
物
多
様
性
基
本
法
」
が
成
立

し
ま
し
た
。

日
野
市
議
会
は
生
物
多
様
性
基
本
法
の
目
的
に
賛

同
し
、
政
府
に
対
し
て
、
自
然
と
共
生
す
る
社
会
の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農

林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

環
境
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

▼
米
国
を
は
じ
め
各
国
に
対
し
、
非
人
道
兵
器
で
あ

る
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
の
製
造
・
配
備
・
使
用
の
禁
止
、

廃
棄
を
求
め
る
決
議

２
０
０
７
年

12月
５
日
、
国
連
第

62回
総
会
は
、

「
劣
化
ウ
ラ
ン
を
含
ん
だ
兵
器
・
砲
弾
使
用
の
影
響

に
関
す
る
決
議
」
を
、
賛
成

136、
反
対
５
、
棄
権

36、
投
票
不
参
加

15票
で
通
過
さ
せ
ま
し
た
。
決
議
は
、

劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
の
使
用
が
人
体
や
環
境
に
及
ぼ
す

潜
在
的
有
害
性
を
考
慮
す
る
と
明
記
し
、
事
務
総
長

の
名
前
で
加
盟
国
と
関
連
国
際
機
構
に
対
し
て
劣
化

ウ
ラ
ン
問
題
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
、
劣
化
ウ

ラ
ン
兵
器
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
公
式
に
認

定
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
日
野
市
議

会
は
日
本
政
府
に
対
し
、
米
国
を
は
じ
め
劣
化
ウ
ラ

ン
兵
器
を
配
備
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
、
中
国
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ト
ル
コ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

ヨ
ル
ダ
ン
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
ク
ウ
ェ
ー

ト
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
タ
イ
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
の
諸

国
に
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
の
製
造
・
配
備
・
使
用
の
禁

止
と
、
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
を
廃
棄
す
る
よ
う
働
き
か

け
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
決
議
書
送
付
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、

防
衛
大
臣
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
館
ほ
か
右
記
諸

国
の
大
使
館

請請請
願願願

・・・
陳陳陳

情情情
ののの

審審審
議議議

結結結
果果果

請請請
願願願

･･･
陳陳陳

情情情
ののの

提提提
出出出

ののの
仕仕仕

方方方

請願の要旨

（本 文）

日野市議会議長

様

件名

〇〇〇〇〇〇〇

に関する請願

平成 年 月 日

請願代表者

住所

氏名

電話

他 名

紹介議員

氏名

（表 紙）
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企
画
総

務
委
員
会

・

健
康
福

祉
委
員
会

の

委
員
長

を
選
任

４
月

12日
の
市
議
会
議
員
補

欠
選

挙
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

任
期
は
平
成

22年
３
月

８
日
ま
で
で
す
。

新しく市議会議員に

なられた�名を紹介

古
こ

池 い
け

初 は
つ

美
み

[住
所
]
川
辺
堀
之
内

198

�５
８
４

―
６
０
３
４

奥 お
く

住 ず
み

匡 ま
さ

人 ひ
と

[住
所
]
百
草

102―
１

―

102

�５
９
９

―
１
５
６
６


